
① 生息地適性解析の評価              

ネコギギの生息適地解析が妥当であれば、以下の通りになると考えます。 

a. 生息適地だと考えられる場所にネコギギを放流します。 

→生息に適した環境であれば、ネコギギは定着します。 

b. 生息地評価モデルを参考に人為的に環境を改変してネコギギを放流します。 

→生息地評価モデルの結果が妥当であれば、ネコギギが定着します。 

c. 生息適地でない場所にネコギギを放流します。 

→ネコギギは定着できません。 

実験本来の目的には、上記のaと b、bと cの結果を比較する必要があります。

しかし、ネコギギを減らしてしまう可能性のある c の実験を行うことは現実的で

はありません。そこで、実験の a、bを行う方針としました。 

② 実験ケースの設定               

野外実験の実施にあたり、実験淵の生息地

適性度、上流からの移入の可能性等を考慮し

て、3つの実験ケースを設定しました。 

 

・ケース1：淵内の生息環境は良好であるが、上流からの移入がないことから現在は生息し

ていないと考えられた淵。ネコギギを放流し、定着させることを試みます。 

・ケース2：生息環境が十分でないために現在生息していないと考えられる淵。生息地適性

評価モデルから導かれた環境整備を行うことで良好な生息環境を創出すると

ともに、人為的にネコギギを放流し、定着させることを試みます。 

・ケース3：ケース2 と同様の淵であるが、遺伝的な撹乱を避けるために放流を行わず、

移入によるネコギギの定着を期待するケースです。 

④ 平成 19年度の野外実験の結果                                             

 

表　野外実験のケース設定
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※ここに掲載した調査・実験は文化庁の許可を得て行っています。 

③ 平成 19年の野外実験の流れ    

ネコギギが生息できそうな場所であるが、現在生息していない場所

を探索しました。そこにネコギギを放流した後、世代を重ねていける

かどうかチェックすることで、生息適地評価の妥当性を確認します。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｹｰｽ 1～3に適した実験淵を探索。 

魚類の放流ガイドライン（日本魚類学

会；2005）では、放流個体は元の集団

がもつ様々な遺伝的・生態的特性を最大

限に含むものとするべきとあります。し

かし、豊川では元々の個体数が少なく、

野外で採集する余裕がありません。放流

魚は、親を採集して増やした個体としま

した。（飼育下で初期減耗を減らし、自

然下では死んでしまうと考えられる分

を実験に用いました。）

親魚採集の注意点 

1.遺伝的に同じ集団内での組み合わせ 

2.複数のペアの子供を放流 

3.採集する数は最小限 

ある程度の個体数を放流して、放流集団

が確立できるようにします。 

放流後の生存率を上げるため、放流前に

自然に近い状態で訓練を行いました。 

ｹｰｽ 2、3 の想定淵で、布団篭、自然石

ﾌﾞﾛｯｸによる隠れ家・繁殖用の横穴を設

置、生息環境の改善を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 生息適地の探索 

（H17年度に実施）

Ⅱ 保全対策工の設置

（H18年 1月） 

Ⅳ 稚魚の飼育 

（7～10月：一部継続）

Ⅶ モニタリング 

（H20年 5、9月）

Ⅵ 稚魚の放流 

（10月） 

Ⅴ 放流前訓練 

（10月） 

Ⅲ 親魚の採集と繁殖

（5～7月） 

放流翌年に放流したネコギギの追跡調

査を実施しました。 

⑤ 今後の課題 
・平成 19 年度は、ケース 1 の放流を行いました。平成 20 年にモニタリ

ング調査を行ったところ、想定よりも生残率が低い結果となりました。

・生残率が低くなった要因と、実験の目的である“生息適地の評価”につ

いては、今後もモニタリングを継続し、検証を試みていきます。 

⑥ 今後の方向性 

・想定した実験ケースを実施していき、親魚の採捕、繁殖等について効果
的な手法を確立します。また、得られたデータをもとに、生息地適性評

価モデルの妥当性をチェックし、効果的な生息環境改善手法の確認を行

います。

Ⅲ 飼育水槽 

Ⅳ 放流前の稚魚 

Ⅰ 生息適地の探索 
・過去のネコギギの生息範囲内で、生息適地と

考えられ、かつ近隣にネコギギが生息してい

ない場所を探索しました。 

Ⅱ 保全対策工の設置 
・ケース2、3の実験淵に、布団篭、自然石ブ
ロック等、ネコギギの隠れ場となる保全対策
工の設置を行いました。 

Ⅲ 親魚の採集と繁殖 
・野外で採集した親魚を交配させ、産まれた稚

魚で実験を行いました。平成19年は、５月

に親魚を採集する淵のネコギギ個体数を調

べ、採集できる淵と個体数を決めました。 

・その後、5～7 月に放流する稚魚の親となる

個体を野外から25個体（♂13、♀12）採

集しました。室内飼育の結果、7月に2ペア

の産卵に成功しました。 
Ⅳ 稚魚の飼育 
・平成19年にふ化した稚魚は、アルテミアか

ら配合飼料に餌を切り替えるなどの工夫し

た結果、生残率を高めることができました。

10月には約240個体を全長3～4cmにま

で成長させることができました。 

Ⅴ 放流前訓練 
・放流した稚魚の生残率を高めることを目的と

し、流れのある環境や野生の餌に慣れるための

訓練を行いました。 

・飼育条件として「餌、隠れ家、水槽内の流れ」

を変えた３通りの水槽で飼育し、少しでも自然

河川に近い環境にした水槽やそのままの水槽

などで約２週間飼育しました。放流を行った年

の翌年以降に、水槽ごとの生残状況を比較し

て、慣らし飼育の効果を検証します。 

Ⅵ 稚魚の放流 
・平成 19 年 10 月に実験対象淵にネコギギの

稚魚を放流し、その生残率から生息適地解析

の妥当性を評価しました。 

・放流する稚魚は、放流場所近くの淵から採集

された２ペアの親魚由来の100個体（各50

個体）としました。全個体に標識を行い、モ

ニタリング結果で、放した場所や親魚、放流

前訓練の有無による生残率の違いを明らかに

することができるようにしました。 

・放流 5日後の調査で、稚魚は淵の仲でも生息

評価のポテンシャルが高い微環境に生残して

いることが確認されました。

Ⅶ モニタリング 
・5月の越冬後調査では放流魚は確認でき

ませんでしたが、9月の追加調査で少な

くとも 1 個体は放流したネコギギを確

認しました。 

野外実験 
～ 生息地適性評価の検証と適性環境創出に向けて ～ 

NO.4

設楽ダム建設予定地には国の天然記念物ネコギギが生息しており、ダム建設によって生息環境に影響を与えることが予測されています。
このため、設楽ダム工事事務所ではネコギギに対して環境保全措置を実施するとともに、豊川水系のネコギギの保全に取り組んでいきます。


